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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配信者端末からネットワークを介して送信されるライブコンテンツである第１コンテン
ツを受信し、コンテンツ配信サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サーバか
ら提供される第２コンテンツと、受信した前記第１コンテンツを視聴者端末にネットワー
クを介して配信する通信部と、
　前記ライブコンテンツを配信している前記配信者端末における切り替え操作に基づき前
記配信者端末から送信される切り替え信号により、前記視聴者端末に配信するコンテンツ
を前記第１コンテンツから前記第２コンテンツへ切り替える制御部と、
を備え、
　前記第２コンテンツは、前記通信部により受信した前記配信者とは異なる他の配信者が
配信する第３コンテンツに関する情報であり、
　前記通信部は、前記第３コンテンツに関する情報が前記視聴者端末に配信されていると
いう情報を前記他の配信者が使用する配信者端末に送信するコンテンツ配信サーバ。
【請求項２】
　前記視聴者端末で入力された前記第２コンテンツに対する反応情報を受信し、記憶する
記憶部をさらに有し、
　記憶された前記反応情報を前記配信者端末に送信する請求項１に記載のコンテンツ配信
サーバ。
【請求項３】
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　前記通信部は、前記反応情報が重畳された第１コンテンツを前記視聴者端末に配信する
請求項２に記載のコンテンツ配信サーバ。
【請求項４】
　前記反応情報は、前記第２コンテンツを視聴した視聴者端末のログインＩＤにより特定
されるユーザ情報、視聴するユーザ数、前記第２コンテンツを最後まで視聴したユーザ数
、前記第２コンテンツの評価アンケートの少なくとも１つを含む情報である請求項２又は
３に記載のコンテンツ配信サーバ。
【請求項５】
　前記通信部は、前記視聴者端末から送信されるログインＩＤを受信し、
　制御部は受信した前記ログインＩＤに関連付けられる視聴者情報に応じて前記第２コン
テンツとして配信するコンテンツの内容を選択する請求項１に記載のコンテンツ配信サー
バ。
【請求項６】
　前記通信部は、前記視聴者端末から送信される選択信号を受信し、
　前記制御部は、前記選択信号により前記第１コンテンツ又は前記第２コンテンツを前記
第３コンテンツに切り替えて前記通信部を介して前記選択信号を送信した視聴者端末に配
信する請求項５に記載のコンテンツ配信サーバ。
【請求項７】
　第２コンテンツは、前記配信者が選択したコンテンツである請求項１から６のいずれか
一項に記載のコンテンツ配信サーバ。
【請求項８】
　第２コンテンツは、広告コンテンツである請求項１から７のいずれか一項に記載のコン
テンツ配信サーバ。
【請求項９】
　通信部が、配信者端末からネットワークを介して送信されるライブコンテンツである第
１コンテンツを受信するステップと、
　前記通信部が、コンテンツ配信サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サー
バから提供される第２コンテンツと、受信した前記第１コンテンツを視聴者端末にネット
ワークを介して配信するステップと、
　制御部が、前記ライブコンテンツを配信している前記配信者端末における切り替え操作
に基づき前記配信者端末から送信される切り替え信号により、前記視聴者端末に配信する
コンテンツを前記第１コンテンツから前記第２コンテンツへ切り替えるステップと、
を備えるコンテンツ配信方法であって、
　前記第２コンテンツは、前記通信部により受信した前記配信者とは異なる他の配信者が
配信する第３コンテンツに関する情報であり、
　前記通信部は、前記第３コンテンツに関する情報が前記視聴者端末に配信されていると
いう情報を前記他の配信者が使用する配信者端末に送信するコンテンツ配信方法。
【請求項１０】
　配信者端末からネットワークを介して送信されるライブコンテンツである第１コンテン
ツを受信するステップと、
　コンテンツ配信サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サーバから提供され
る第２コンテンツと、受信した前記第１コンテンツを視聴者端末にネットワークを介して
配信するステップと、
　前記ライブコンテンツを配信している前記配信者端末における切り替え操作に基づき前
記配信者端末から送信される切り替え信号により、前記視聴者端末に配信するコンテンツ
を前記第１コンテンツから前記第２コンテンツへ切り替えるステップと、
　をコンピュータによって実現するためのコンテンツ配信プログラムであって、
　前記第２コンテンツは、前記配信者とは異なる他の配信者が配信する第３コンテンツに
関する情報であり、
　前記第３コンテンツに関する情報が前記視聴者端末に配信されているという情報を前記
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他の配信者が使用する配信者端末に送信するコンテンツ配信プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ライブコンテンツを視聴可能に配信するコンテンツ配信サーバ、コンテンツ
配信方法およびコンテンツ配信プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、放送されているコンテンツに別のコンテンツを割り込ませて放送する技術が
知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に示すように、差替指示部の切り替え指示に従って、送信システム
により放送中の番組を、臨時番組送出部に登録されている番組に切り替えて送り出し、後
に放送番組供給システムによる復帰指示が出ればそれに従って送出中の臨時番組から先に
切替えた最初の放送番組に復帰させて送出する送出手段を備えたデータ放送送出装置によ
り構成される技術がある。
【０００４】
　また、近年、一般ユーザが自宅等で作成した生放送コンテンツを、ネットワークを通じ
て配信するサービスが一般化している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１８１１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、ライブコンテンツ配信者がトイレ休憩などを設けたい場合であっても、自分が
収録用カメラの前から離れてしまうと、番組の進行を止めてしまうため、休憩時間を設け
ることができないという問題がある。また、仮に無理やり休憩時間を設けた場合、何も変
化のない風景の動画を見ている視聴者も飽きてしまい、その番組の視聴をやめてしまうこ
とにつながる。
【０００７】
　特許文献１では、臨時番組送出部と、臨時番組の登録／送出／停止などの差し替え指示
を任意のタイミングで行う差替指示部が放送番組供給システムに備わっており、臨時放送
に切り替えるためのタイミングを臨時放送の送信者が行うものである。そのため、放送中
の番組の配信者が、放送の切り替えを行う開示はない。
【０００８】
　よって、本開示では、配信者が任意のタイミングで配信するコンテンツをＣＭ等の別の
コンテンツに切り替え可能なコンテンツ配信サーバ、コンテンツ配信方法およびコンテン
ツ配信プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本開示のコンテンツ配信サーバは、配信者端末からネッ
トワークを介して送信されるライブコンテンツである第１コンテンツを受信し、コンテン
ツ配信サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サーバから提供される第２コン
テンツと、受信した第１コンテンツを視聴者端末にネットワークを介して配信する通信部
と、ライブコンテンツを配信している配信者端末における切り替え操作に基づき配信者端
末から送信される切り替え信号により、視聴者端末に配信するコンテンツを第１コンテン
ツから第２コンテンツへ切り替える制御部と、を備え、第２コンテンツは、通信部により
受信した配信者とは異なる他の配信者が配信する第３コンテンツに関する情報であり、通
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信部は、第３コンテンツに関する情報が前記視聴者端末に配信されているという情報を前
記他の配信者が使用する配信者端末に送信する。
【００１０】
　また、本開示のコンテンツ配信方法は、通信部が、配信者端末からネットワークを介し
て送信されるライブコンテンツである第１コンテンツを受信するステップと、通信部が、
コンテンツ配信サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サーバから提供される
第２コンテンツと、受信した第１コンテンツを視聴者端末にネットワークを介して配信す
るステップと、制御部が、ライブコンテンツを配信している配信者端末における切り替え
操作に基づき配信者端末から送信される切り替え信号により、視聴者端末に配信するコン
テンツを第１コンテンツから第２コンテンツへ切り替えるステップと、を備える、第２コ
ンテンツは、通信部により受信した配信者とは異なる他の配信者が配信する第３コンテン
ツに関する情報であり、通信部は、第３コンテンツに関する情報が前記視聴者端末に配信
されているという情報を前記他の配信者が使用する配信者端末に送信する。
【００１１】
　また、本開示のコンテンツ配信プログラムは、配信者端末からネットワークを介して送
信されるライブコンテンツである第１コンテンツを受信するステップと、コンテンツ配信
サーバ内に記憶されている又は第２コンテンツ配信サーバから提供される第２コンテンツ
と、受信した第１コンテンツを視聴者端末にネットワークを介して配信するステップと、
ライブコンテンツを配信している配信者端末における切り替え操作に基づき配信者端末か
ら送信される切り替え信号により、視聴者端末に配信するコンテンツを第１コンテンツか
ら第２コンテンツへ切り替えるステップと、を備え、第２コンテンツは、前記配信者とは
異なる他の配信者が配信する第３コンテンツに関する情報であり、さらに、第３コンテン
ツに関する情報が視聴者端末に配信されているという情報を他の配信者が使用する配信者
端末に送信する。
【発明の効果】
【００１２】
　上述のコンテンツ配信サーバ、コンテンツ配信方法およびコンテンツ配信プログラムに
よれば、配信者が任意のタイミングで配信するコンテンツをＣＭ等の別のコンテンツに切
り替え可能とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１、２の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の構成を示す概略ブロック
図である。
【図２】第１の実施形態に係るコンテンツの配信順序を示す概念図である。
【図３】第１の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の動作について説明するための
フローチャートである。
【図４】第２の実施形態に係るコンテンツの配信順序を示す概念図である。
【図５】第２の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の動作について説明するための
フローチャートである。
【図６】第３の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の構成を示す概略ブロック図で
ある。
【図７】第３の実施形態に係るコンテンツの配信順序を示す概念図である。
【図８】第３の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の動作について説明するための
フローチャートである。
【図９】実施形態に係るコンピュータの構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本実施形態について説明する。なお、以下に説明する本実施形態は、特許請求の
範囲に記載された本開示の内容を不当に限定するものではない。また本実施形態で説明さ
れる構成の全てが、本開示の必須構成要件であるとは限らない。
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【００１５】
　（第１の実施形態）
　本開示の第１の実施形態である、ライブコンテンツと切り替えて配信する広告コンテン
ツに対する反応情報をライブコンテンツに重畳して配信するコンテンツ配信システム１に
ついて説明する。
【００１６】
　　＜構成＞
　まず、図１を用いて本実施形態に係る配信者が配信しようとするライブコンテンツを視
聴者に配信するためのコンテンツ配信サーバ１１１を含むコンテンツ配信システム１の構
成及びその概要について説明する。ライブコンテンツとは、配信者が配信しようとする内
容を視聴者がリアルタイムに見ることができる動画や音声などの、いわゆる生放送のコン
テンツである。
【００１７】
　本実施形態のコンテンツ配信システム１は、図１に示すように、コンテンツ配信サーバ
１１１と、配信者端末１２１、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂ、ＣＭコンテンツサーバ１
４１とが、例えばインターネットなどのネットワークＮＷに接続可能に構成されている。
【００１８】
　コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１から送信されるライブコンテンツを
、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂに配信を行うサーバ装置である。コンテンツ配信サーバ
１１１は、通信部１１２と、制御部１１３と、記憶部１１４とを備える。
【００１９】
　通信部１１２は、ネットワークＮＷを介して配信者端末１２１、視聴者端末１３１ａ、
１３１ｂ、ＣＭコンテンツサーバ１４１と通信を行う通信インタフェースである。通信部
１１２は、配信者や視聴者が配信者端末１２１や視聴者端末１３１ａ、１３１ｂからコン
テンツ配信サーバ１１１へログインを行うためのログインＩＤ情報の送受信を行う。また
配信者端末１２１から送信されるコンテンツ（第１コンテンツ）や、ＣＭコンテンツサー
バ１４１から送信されるコンテンツ(第２コンテンツ)の受信を行う。また、視聴者端末１
３１ａ，１３１ｂに対して、第１コンテンツや第２コンテンツの配信を行う。
【００２０】
　制御部１１３は、配信者や視聴者のログインＩＤ情報からログインの可否判定を行う。
また、配信を行うコンテンツの切り替え（第１コンテンツから第２コンテンツへの切り替
え等）を行う。さらに、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂから送信される反応情報の集計を
行う。反応情報とは、例えば、第２コンテンツを視聴した感想やアンケートや、第２コン
テンツで紹介された商品の感想やアンケート、視聴者ａ、ｂが第２コンテンツを最後まで
視聴したか否かの情報や、第２コンテンツに埋め込まれたリンク先へのアクセスの有無等
の情報である。
【００２１】
　記憶部１１４は、配信者端末１２１を使用する配信者や、視聴者端末１３１ａ、１３１
ｂを使用する視聴者のログインＩＤ情報を記憶する。また、ＣＭコンテンツサーバ１４１
から送信される第２コンテンツを一時的に記憶する。
【００２２】
　次に、配信者端末１２１の構成と動作について説明する。配信者端末１２１は、コンテ
ンツの配信者が使用する端末装置であり、スマートフォン、携帯電話、ＰＨＳ、コンピュ
ータ、ゲーム装置、ＰＤＡ、携帯型ゲーム機、腕時計、スマートウォッチ、ヘッドマウン
トディスプレイ、ウェアラブルディスプレイ、画像生成装置等の情報処理装置である。ま
た、配信者端末１２１は、インターネット（ＷＡＮ）、ＬＡＮなどのネットワークＮＷを
介してコンテンツ配信サーバ１１１に接続可能な装置である。なお、配信者端末１２１と
コンテンツ配信サーバ１１１間の通信回線は有線でもよいし無線でもよい。配信者は、配
信者端末１２１を使用して生放送であるライブコンテンツ（第１コンテンツ）を作成する
。作成された第１コンテンツは、リアルタイムにコンテンツ配信サーバ１１１へ送信され
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る。
【００２３】
　次に、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂの構成と動作について説明する。視聴者端末１３
１ａ，１３１ｂは、視聴者が使用する端末装置であり、スマートフォン、携帯電話、ＰＨ
Ｓ、コンピュータ、ゲーム装置、ＰＤＡ、携帯型ゲーム機、腕時計、スマートウォッチ、
ヘッドマウントディスプレイ、ウェアラブルディスプレイ、画像生成装置等の情報処理装
置である。また、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂは、インターネット（ＷＡＮ）、ＬＡＮ
などのネットワークＮＷを介してコンテンツ配信サーバ１１１に接続可能な装置である。
なお、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂとコンテンツ配信サーバ１１１間の通信回線は有線
でもよいし無線でもよい。
【００２４】
　配信者端末１２１や、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂは、インストールされた専用のア
プリケーションソフトウェアによってコンテンツ配信サーバ１１１にアクセスしてもよい
。また、コンテンツ配信サーバ１１１や、別途サーバが提供する動作環境（ＡＰＩ（アプ
リケーションプログラミングインタフェース）、プラットフォーム等）を利用して、コン
テンツ配信サーバ１１１にアクセスしてもよい。
【００２５】
　ＣＭコンテンツサーバ１４１は、第２コンテンツを記憶し、コンテンツ配信サーバ１１
１へ送信を行うサーバ装置である。ＣＭコンテンツサーバ１４１は、例えば、個人が作成
した動画（ＭＡＤ動画等）や、他のコンテンツの動画サムネイルや、企業の広告等複数の
コンテンツを記憶している。配信者は、配信者端末１２１からＣＭコンテンツサーバ内の
どのコンテンツを第２コンテンツとして使用するかを選択することができる。配信者が、
ＣＭコンテンツサーバ内のコンテンツを第２コンテンツとして使用する回数に応じて、コ
ンテンツ提供者からの対価の支払いを受けるようにしてもよい。
【００２６】
　　＜コンテンツ配信順序＞
　本開示の第１の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１から配信されるコンテンツ
について、図２を用いて説明する。図２は、第１の実施形態に係るコンテンツの配信順序
を示す概念図である。図２では、紙面の左から右に向かって時間が経過する。
【００２７】
　コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１から送信されるライブコンテンツを
第１コンテンツとして視聴者端末１３１ａ、１３１ｂへ配信する。制御部１１３は、配信
者端末１２１で切り替え操作を受けて、第１コンテンツから広告コンテンツ（ＣＭコンテ
ンツ）としての第２コンテンツＡへ配信コンテンツを切り替える。制御部１１３は、配信
された第２コンテンツＡに対する視聴者からの反応情報を集計する。第２コンテンツＡの
再生時間が終了すると、再び第１コンテンツの配信へ戻る。その際に、第１コンテンツに
は反応情報を重畳して配信する。制御部１１３は、第１コンテンツを終了させるための配
信者端末１２１から終了操作を受けて、第１コンテンツから広告コンテンツ（ＣＭコンテ
ンツ）としての第２コンテンツＢへ配信コンテンツを切り替える。反応情報の集計結果を
広告コンテンツの作成者への提供することで、次に作成する広告コンテンツの改良や、広
告商品へのフィードバックを行うことができる。
【００２８】
　　＜処理の流れ＞
　次に、本開示の第１の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の動作について、図３
に示すフローチャートを参照しながら説明する。図３のフローチャートは、コンテンツ配
信サーバ１１１と、配信者端末１２１と、視聴者端末１３１ａと、視聴者端末１３１ｂの
各動作の関連状態を示している。なお、視聴者端末１３１ａの使用者を視聴者ａ、視聴者
端末１３１ｂの使用者を視聴者ｂとする。
【００２９】
　ステップＳ１０１において、配信者は配信者端末１２１からコンテンツ配信サーバ１１
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１へのログイン操作を行う。本システムでは、配信者のログイン操作をスキップできる仕
様としてもよい。
【００３０】
　ステップＳ１０２において、視聴者ａは視聴者端末１３１ａからコンテンツ配信サーバ
１１１へのログイン操作を行う。同様に、ステップＳ１０３において、視聴者ｂは視聴者
端末１３１ｂからコンテンツ配信サーバ１１１へのログイン操作を行う。本システムでは
、視聴者ａ、ｂのログイン操作をスキップできる仕様としてもよい。
【００３１】
　ステップＳ１０４において、配信者は配信者端末１２１からコンテンツ配信サーバ１１
１へ配信者端末１２１で作成する第１コンテンツの送信を行う。配信者端末１２１にはカ
メラ等が接続されており、配信者端末１２１は、カメラで撮影した動画等をライブコンテ
ンツである第１コンテンツとして作成する。
【００３２】
　ステップＳ１０５において、第１コンテンツを視聴しようとする視聴者ａは、視聴者端
末１３１ａから第１コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ１１１へ送信
する。同様に、ステップＳ１０６において、第１コンテンツを視聴しようとする視聴者ｂ
は、視聴者端末１３１ｂから第１コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ
１１１へ送信する。
【００３３】
　ステップＳ１０７において、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂからの第１
コンテンツリクエスト信号を受信したコンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１
ａおよび視聴者端末１３１ｂへ第１コンテンツの配信を行う。
【００３４】
　ステップＳ１０８において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。同様に、ステップＳ１０９において、視聴者端末
１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第１コンテンツを表示する。視
聴者ａおよび視聴者ｂは、配信者が作成する第１コンテンツをリアルタイムに視聴するこ
とができる。
【００３５】
　次に、配信者が生放送を中断して休憩などをしたい場合における、コンテンツの切り替
え処理について説明する。ステップＳ１１０において、配信者は、配信者端末１２１にお
いて切り替え操作を行う。それに伴い、配信者端末１２１は、コンテンツ配信サーバ１１
１へ切り替え信号を送信する。
【００３６】
　ステップＳ１１１において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１からの
切り替え信号を受信すると、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ配信するコ
ンテンツを第１コンテンツから第２コンテンツＡに変更する。第２コンテンツＡは、ＣＭ
コンテンツサーバ１４１からコンテンツ配信サーバ１１１へ送信された広告コンテンツで
ある。コンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ
切り替えた第２コンテンツＡの配信を行う。
【００３７】
　ステップＳ１１２において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第２コンテンツＡを表示する。同様に、ステップＳ１１３において、視聴者端
末１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第２コンテンツＡを表示する
。
【００３８】
　ステップＳ１１４において、視聴者ａは、視聴者端末１３１ａから第２コンテンツＡに
対する反応情報としてのアンケートに回答し、アンケート情報としてコンテンツ配信サー
バ１１１へ送信する。同様に、ステップＳ１１５において、視聴者ｂは、視聴者端末１３
１ｂから第２コンテンツＡに対する反応情報としてのアンケートに回答し、コンテンツ配
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信サーバ１１１へ送信する。ここでアンケート情報とは、第２コンテンツＡの広告内容に
ついての感想や、広告対象の商品等についての感想である。また、反応情報は、視聴者ａ
、ｂが入力するアンケート情報ではなく、第２コンテンツＡをスキップすることなく最後
まで視聴したか否かの情報であってもよい。また、視聴者ａ、ｂが、第２コンテンツＡに
埋め込まれたリンク先のＷＥＢサイト等へのクリックを行ったか否かの情報であってもよ
い。また、それらの組み合わせであってもよい。
【００３９】
　ステップＳ１１６において、コンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ａ、視
聴者端末１３１ｂから送信された反応情報の集計を行い、配信者端末１２１へ送信する。
より具体的には、視聴者端末１３１ａ、視聴者端末１３１ｂから送信された反応情報を、
通信部１１２を介して記憶部１１４が記憶する。記憶された反応情報は、制御部１１３で
集計が行われる。制御部１１３は、例えば、アンケートの選択肢に反応した視聴者の人数
や、第２コンテンツを最後まで視聴した人数の情報等についての集計を行い、集計結果情
報を、通信部１１２を介して配信者端末１２１へ送信する。
【００４０】
　ステップＳ１１７において、コンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツの所定の
再生時間が経過した場合、第２コンテンツの配信が終了することを終了情報として配信者
端末１２１へ送信する。終了情報は、第２コンテンツの所定の再生時間が経過する前に、
終了予告として配信者端末１２１へ送信してもよい。また、視聴者端末１３１ａ、１３１
ｂへ、第２コンテンツの再生終了時間に向けてのカウントダウン表示を行うために、配信
する第２コンテンツにカウントダウン情報を重畳して配信してもよい。
【００４１】
　ステップＳ１１８において、配信者は、コンテンツ配信サーバ１１１から配信者端末１
２１が受信した終了情報に基づいて、第１コンテンツの送信を再開する。配信者端末１２
１は第１コンテンツにステップＳ１１６で集計した集計結果情報を重畳して送信してもよ
い。
【００４２】
　ステップＳ１１９において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１から受
信した第１コンテンツを視聴者端末１３１ａ、１３１ｂへ配信する。コンテンツ配信サー
バ１１１は、第１コンテンツにステップＳ１１６で集計した集計結果情報を重畳して配信
してもよい。
【００４３】
　ステップＳ１２０において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。同様に、ステップＳ１２１において、視聴者端末
１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第１コンテンツを表示する。視
聴者ａおよび視聴者ｂは、配信者が作成する第１コンテンツを再度リアルタイムに視聴す
ることができる。
【００４４】
　ステップＳ１２２において、配信者は、第１コンテンツの終了操作として、配信者端末
１２１において切り替え操作を行う。それに伴い、配信者端末１２１は、コンテンツ配信
サーバ１１１へ、切り替え信号を送信する。
【００４５】
　ステップＳ１２３において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１からの
切り替え信号を受信すると、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ配信するコ
ンテンツを第１コンテンツから第２コンテンツＢに変更する。第２コンテンツＢは、ＣＭ
コンテンツサーバ１４１からコンテンツ配信サーバ１１１へ送信された広告コンテンツで
ある。コンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ
切り替えた第２コンテンツＢの配信を行う。
【００４６】
　ステップＳ１２４において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
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配信された第２コンテンツＢを表示する。同様に、ステップＳ１２５において、視聴者端
末１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第２コンテンツＢを表示する
。
【００４７】
　コンテンツ配信システム１は、第２コンテンツＢの配信が終了すると、視聴者端末１３
１ａ、１３１ｂでの第２コンテンツＢの表示も終了し、全体の動作が完了する。
【００４８】
　　＜効果の説明＞
　以上のように、本開示の第１の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１によれば、
配信者は、配信者が希望するタイミングで、ライブコンテンツを他のコンテンツに切り替
えて配信することができ、切り替えている間に休憩時間を取ることができる。そのため、
配信者がトイレ休憩などを設けたい場合、自分が収録用カメラの前から離れていても他の
コンテンツにより番組の進行を行うことができる。よって、配信者は、自分の休憩中にも
視聴者を飽きさせることがなく、視聴者がその番組の視聴をやめてしまうことを抑止する
ことができる。
【００４９】
　また、広告コンテンツに対する反応情報を集計し、広告コンテンツ作成者に提供するこ
とで、次に作成する広告コンテンツの改良や、広告商品へのフィードバックを行うことが
できる。
【００５０】
　さらに、第２コンテンツへの反応情報を視聴者がシェアすることで、広告である第２コ
ンテンツへの視聴者への参加意識を高め、広告コンテンツにエンターテイメント性を持た
せることができる。具体的には、第２コンテンツへの反応情報を第１コンテンツ内で紹介
することにより、第２コンテンツの内容を視聴者がより楽しむことができる。それによっ
て、配信者は、自分の休憩中にも視聴者を飽きさせることがなく、視聴者がその番組の視
聴をやめてしまうことを抑止する効果をより高めることができる。
【００５１】
　（第２の実施形態）
　本開示の第２の実施形態である、ライブコンテンツと切り替えて配信する広告コンテン
ツを、視聴者毎に選択して配信するコンテンツ配信システム１について説明する。
【００５２】
　本開示の第２の実施形態の係るコンテンツ配信システム１の構成は、基本的に第１実施
形態に係る構成と同じであるため、異なる部分について説明する。
【００５３】
　制御部１１３は、配信者や視聴者のログインＩＤ情報からログインの可否判定を行う。
また、配信を行うコンテンツの切り替え（第１コンテンツから第２コンテンツへの切り替
え等）を行う。また、制御部１１３は、視聴者のログインＩＤ情報と、後述する記憶部に
記憶された嗜好情報に基づいて、視聴者の嗜好を判別し、ＣＭコンテンツサーバ１４１か
ら視聴者に合った第２コンテンツを選択する。
【００５４】
　記憶部１１４は、配信者端末１２１を使用する配信者や、視聴者端末１３１を使用する
視聴者のログインＩＤ情報を記憶する。また、視聴者のログインＩＤと関連付けられた視
聴者の嗜好情報を記憶する。また、ＣＭコンテンツサーバ１４１から送信される第２コン
テンツを一時的に記憶する。
【００５５】
　　＜コンテンツ配信順序＞
　本開示の第２の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１から配信されるコンテンツ
について、図４を用いて説明する。図４は、第２の実施形態に係るコンテンツの配信順序
を示す概念図である。図４では、紙面の左から右に向かって時間が経過する。
【００５６】
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　コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１から送信されるライブコンテンツを
第１コンテンツとして視聴者端末１３１ａ、１３１ｂへ配信する。制御部１１３は、配信
者端末１２１による切り替え操作を受けて、視聴者ａに配信する第１コンテンツを広告コ
ンテンツ（ＣＭコンテンツＣ）としての第２コンテンツＣに切り替える。また、視聴者ｂ
に対して第１コンテンツから広告コンテンツ（ＣＭコンテンツＤ）としての第２コンテン
ツＤに切り替える。第２コンテンツＣ、Ｄの再生時間が終了すると、再び第１コンテンツ
の配信へ戻る。制御部１１３は、第１コンテンツを終了させるために配信者端末１２１か
らの終了操作を受けて、視聴者ａに配信する第１コンテンツを広告コンテンツ（ＣＭコン
テンツＥ）としての第２コンテンツＥに切り替える。また、視聴者ｂに対して第１コンテ
ンツを広告コンテンツ（ＣＭコンテンツＦ）としての第２コンテンツＦに切り替える。
【００５７】
　　＜処理の流れ＞
　次に、本開示の第２の実施形態に係るコンテンツ配信システム１の動作について、図５
に示すフローチャートを参照しながら説明する。図５のフローチャートは、コンテンツ配
信サーバ１１１と、配信者端末１２１と、視聴者端末１３１ａと、視聴者端末１３１ｂの
各動作の関連状態を示している。なお、視聴者端末１３１ａの使用者を視聴者ａ、視聴者
端末１３１ｂの使用者を視聴者ｂとする。
【００５８】
　ステップＳ２０１において、配信者は配信者端末１２１からコンテンツ配信サーバ１１
１へのログイン操作を行う。
【００５９】
　ステップＳ２０２において、視聴者ａは視聴者端末１３１ａからコンテンツ配信サーバ
１１１へのログイン操作を行う。同様に、ステップＳ２０３において、視聴者ｂは視聴者
端末１３１ｂからコンテンツ配信サーバ１１１へのログイン操作を行う。
【００６０】
　ステップＳ２０４において、配信者は配信者端末１２１からコンテンツ配信サーバ１１
１へ配信者端末１２１で作成する第１コンテンツの送信を行う。配信者端末１２１にはカ
メラ等が接続されており、配信者端末１２１は、カメラで撮影した動画等をライブコンテ
ンツである第１コンテンツとして作成する。
【００６１】
　ステップＳ２０５において、第１コンテンツを視聴しようとする視聴者ａは、視聴者端
末１３１ａから第１コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ１１１へ送信
する。同様に、ステップＳ２０６において、第１コンテンツを視聴しようとする視聴者ｂ
は、視聴者端末１３１ｂから第１コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ
１１１へ送信する。
【００６２】
　ステップＳ２０７において、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂからの第１
コンテンツリクエスト信号を受信したコンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１
ａおよび視聴者端末１３１ｂへ第１コンテンツの配信を行う。
【００６３】
　ステップＳ２０８において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。同様に、ステップＳ２０９において、視聴者端末
１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第１コンテンツを表示する。視
聴者ａおよび視聴者ｂは、配信者が作成する第１コンテンツをリアルタイムに視聴するこ
とができる。
【００６４】
　次に、配信者が生放送を中断して休憩などをしたい場合における、コンテンツの切り替
え処理について説明する。ステップＳ２１０において、配信者は、配信者端末１２１にお
いて切り替え操作を行う。それに伴い、配信者端末１２１は、コンテンツ配信サーバ１１
１へ切り替え信号を送信する。
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【００６５】
　ステップＳ２１１において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１からの
切り替え信号を受信すると、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ配信するコ
ンテンツを第１コンテンツから第２コンテンツに変更する。ここで、制御部１１３は、配
信する第２コンテンツを視聴者に応じて適宜選択する。ステップＳ２０２において、視聴
者ａは視聴者端末１３１ａから自己のログインＩＤ情報に基づいてコンテンツ配信サーバ
１１１へログインしている。そのため、コンテンツ配信サーバ１１１の制御部１１３は、
視聴者ａのログインＩＤ情報に基づいて、視聴者ａの嗜好を判別し、視聴者ａに合った第
２コンテンツとしてＣＭコンテンツサーバ１４１から第２コンテンツＣを選択する。コン
テンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツＣを視聴者端末１３１ａへ送信する。
【００６６】
　同様に、ステップＳ２１２において、コンテンツ配信サーバ１１１の制御部１１３は、
視聴者ｂのログインＩＤ情報に基づいて、視聴者ｂの嗜好を判別し、視聴者ｂに合った第
２コンテンツとしてＣＭコンテンツサーバ１４１から第２コンテンツＤを選択する。コン
テンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツＤを視聴者端末１３１ｂへ送信する。
【００６７】
　ステップＳ２１３において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第２コンテンツＣを表示する。ステップＳ２１４において、視聴者端末１３１
ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第２コンテンツＤを表示する。
【００６８】
　ステップＳ２１５において、コンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツＣ、Ｄの
所定の再生時間が経過した場合、第２コンテンツＣ、Ｄの送信が終了することを終了情報
として配信者端末１２１へ送信する。終了情報は、第２コンテンツＣ，Ｄの所定の再生時
間が経過する前に、終了予告として配信者端末１２１へ送信してもよい。また、視聴者端
末１３１ａ、１３１ｂへ、各第２コンテンツＣ，Ｄの再生終了時間に向けてのカウントダ
ウン表示を行うために、送信する第２コンテンツＣ，Ｄにカウントダウン情報を重畳して
送信してもよい。
【００６９】
　ステップＳ２１６において、配信者は、コンテンツ配信サーバ１１１から配信者端末１
２１が受信した終了情報に基づいて、第１コンテンツの送信を再開する。
【００７０】
　ステップＳ２１７において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１から受
信した第１コンテンツを視聴者端末１３１ａ、１３１ｂへ配信する。
【００７１】
　ステップＳ２１８において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。同様に、ステップＳ２１９において、視聴者端末
１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第１コンテンツを表示する。視
聴者ａおよび視聴者ｂは、配信者が作成する第１コンテンツを再度リアルタイムに視聴す
ることができる。
【００７２】
　ステップＳ２２０において、配信者は、第１コンテンツの終了操作として、配信者端末
１２１において切り替え操作を行う。それに伴い、配信者端末１２１は、コンテンツ配信
サーバ１１１へ切り替え信号を送信する。
【００７３】
　ステップＳ２２１において、ステップＳ２１１と同様に、コンテンツ配信サーバ１１１
は、配信者端末１２１からの切り替え信号を受信すると、視聴者端末１３１ａおよび視聴
者端末１３１ｂへ配信するコンテンツを第１コンテンツから第２コンテンツに変更する。
制御部１１３は、配信する第２コンテンツを視聴者に応じて適宜選択する。コンテンツ配
信サーバ１１１の制御部１１３は、視聴者ａのログインＩＤ情報に基づいて、視聴者ａの
嗜好を判別し、視聴者ａに合った第２コンテンツとしてＣＭコンテンツサーバ１４１から
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第２コンテンツＥを選択する。コンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツＥを視聴
者端末１３１ａへ送信する。
【００７４】
　同様に、ステップＳ２２２において、コンテンツ配信サーバ１１１の制御部１１３は、
視聴者ｂのログインＩＤ情報に基づいて、視聴者ｂの嗜好を判別し、視聴者ｂに合った第
２コンテンツとしてＣＭコンテンツサーバ１４１から第２コンテンツＦを選択する。コン
テンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツＦを視聴者端末１３１ｂへ送信する。
【００７５】
　ステップＳ２２３において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第２コンテンツＥを表示する。ステップＳ２２４において、視聴者端末１３１
ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第２コンテンツＦを表示する。
【００７６】
　コンテンツ配信システム１は、第２コンテンツＥ、第２コンテンツＦの配信が終了する
と、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂでの第２コンテンツＥ、第２コンテンツＦの表示も終
了し、全体の動作が完了する。
【００７７】
　　＜効果の説明＞
　以上のように、本開示の第２の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１によれば、
配信者は、配信者がライブコンテンツから切り替える広告コンテンツ等の第２コンテンツ
を視聴者に応じて変えることができる。そのため、視聴者の嗜好にマッチした第２コンテ
ンツを視聴者に提供することができる。さらに、視聴者の嗜好に合った第２コンテンツを
提供することで、視聴者が第２コンテンツを視聴中に他のコンテンツに切り替えてしまう
ことを抑制し、配信者は安心してコンテンツの切り替えを行い、休憩時間等を取得するこ
とができる。
【００７８】
　また、本実施形態では、ログインＩＤ情報に基づいて視聴者の嗜好を解析しているが、
ログイン操作をスキップし、制御部１１３が、視聴者端末からのクッキー（ＨＴＴＰ　ｃ
ｏｏｋｉｅ）情報を用いて、視聴者の嗜好を解析してもよい。制御部１１３は、解析の結
果に応じて、視聴者に合った第２コンテンツとしてＣＭコンテンツサーバ１４１から第２
コンテンツを選択する。コンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツを視聴者端末１
３１ａ，ｂへ送信し、視聴者端末１３１ａ，ｂのそれぞれの視聴者の嗜好にあった第２コ
ンテンツを表示してもよい。
【００７９】
　（第３の実施形態）
　本開示の第３の実施形態である、ライブコンテンツと切り替えて配信する他のライブコ
ンテンツを紹介する広告コンテンツを配信するコンテンツ配信システム２について説明す
る。
【００８０】
　第３の実施形態に係るコンテンツ配信システム２は、図６に示すように、コンテンツ配
信サーバ１１１と、配信者端末１２１ａ、１２１ｂ、視聴者端末１３１ａ、１３１ｂ、Ｃ
Ｍコンテンツサーバ１４１とが、例えばインターネットなどのネットワークＮＷに接続可
能に構成されている。
【００８１】
　コンテンツ配信システム２の構成は、基本的に第１実施形態に係る構成と同じであり、
配信者端末が配信者端末１２１ａと配信者端末１２１ｂの２つとなる点が異なる。
【００８２】
　　＜コンテンツ配信順序＞
　本開示の第３の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１から配信されるコンテンツ
について、図７を用いて説明する。図７は、第３の実施形態に係るコンテンツの配信順序
を示す概念図である。図７では、紙面の左から右に向かって時間が経過する。図７の上段
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は、配信者ａが配信するコンテンツであり、下段は配信者ｂが配信するコンテンツである
。
【００８３】
　コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１ａから送信されるライブコンテンツ
を第１コンテンツとして配信する。制御部１１３は、配信者端末１２１ａによる切り替え
操作を受けて、配信するコンテンツを、第１コンテンツから第３コンテンツの内容を紹介
する第３コンテンツＣＭである第２コンテンツに切り替える。第２コンテンツの再生時間
が終了すると、再び第１コンテンツの配信へ戻る。
【００８４】
　また、第１コンテンツの配信と並行して、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末
１２１ｂから送信されるライブコンテンツを第３コンテンツとして配信する。視聴者端末
１３１ａに配信される第２コンテンツにおいて、第３コンテンツが視聴選択されると、視
聴選択を行った視聴者の視聴者端末１３１ａに対して第３コンテンツの配信が行われる。
また、制御部１１３は、視聴者端末１３１ｂに配信する第３コンテンツに、視聴者端末１
３１ａに配信されている第２コンテンツにおいて第３コンテンツＣＭが配信されているこ
とを示す情報を重畳する。
【００８５】
　　＜処理の流れ＞
　次に、本開示の第３の実施形態に係るコンテンツ配信システム２の動作について、図８
に示すフローチャートを参照しながら説明する。図８のフローチャートは、コンテンツ配
信サーバ１１１と、配信者端末１２１ａと、配信者端末１２１ｂと、視聴者端末１３１ａ
と、視聴者端末１３１ｂの各動作の関連状態を示している。なお、配信者端末１２１ａの
使用者を配信者ａ、配信者端末１２１ｂの使用者を配信者ｂ、視聴者端末１３１ａの使用
者を視聴者ａ、視聴者端末１３１ｂの使用者を視聴者ｂとする。
【００８６】
　ステップＳ３０１において、配信者ａは配信者端末１２１ａからコンテンツ配信サーバ
１１１へのログイン操作を行う。同様に、ステップＳ３０２において、配信者ｂは配信者
端末１２１ｂからコンテンツ配信サーバ１１１へのログイン操作を行う。
【００８７】
　ステップＳ３０３において、視聴者ａは配信者端末１３１ａからコンテンツ配信サーバ
１１１へのログイン操作を行う。同様に、ステップＳ３０４において、視聴者ｂは配信者
端末１３１ｂからコンテンツ配信サーバ１１１へのログイン操作を行う。
【００８８】
　ステップＳ３０５において、配信者ａは配信者端末１２１ａからコンテンツ配信サーバ
１１１へ配信者端末１２１ａで作成する第１コンテンツの送信を行う。配信者端末１２１
ａにはカメラ等が接続されており、配信者端末１２１ａは、カメラで撮影した動画等をラ
イブコンテンツである第１コンテンツとして作成する。同様に、ステップＳ３０６におい
て、配信者ｂは配信者端末１２１ｂからコンテンツ配信サーバ１１１へ配信者端末１２１
ｂで作成する第３コンテンツの送信を行う。配信者端末１２１ｂにはカメラ等が接続され
ており、配信者端末１２１は、カメラで撮影した動画等をライブコンテンツである第３コ
ンテンツとして作成する。
【００８９】
　ステップＳ３０７において、第１コンテンツを視聴しようとする視聴者ａは、視聴者端
末１３１ａから第１コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ１１１へ送信
する。同様に、ステップＳ３０８において、第３コンテンツを視聴しようとする視聴者ｂ
は、視聴者端末１３１ｂから第３コンテンツ視聴リクエスト信号をコンテンツ配信サーバ
１１１へ送信する。
【００９０】
　ステップＳ３０９において、視聴者端末１３１ａからの第１コンテンツリクエスト信号
を受信したコンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ａへ第１コンテンツの配信
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を行う。同様に、ステップＳ３１０において、視聴者端末１３１ｂからの第３コンテンツ
リクエスト信号を受信したコンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ｂへ第３コ
ンテンツの配信を行う。
【００９１】
　ステップＳ３１１において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。同様に、ステップＳ３１２において、視聴者端末
１３１ｂは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信された第３コンテンツを表示する。視
聴者ａは、配信者ａが作成する第１コンテンツをリアルタイムに視聴することができ、視
聴者ｂは、配信者ｂが作成する第３コンテンツをリアルタイムに視聴することができる。
【００９２】
　次に、配信者ａが生放送を中断して休憩などをしたい場合における、コンテンツの切り
替え処理について説明する。ステップＳ３１３において、配信者ａは、配信者端末１２１
ａにおいて切り替え操作を行う。それに伴い、配信者端末１２１ａは、コンテンツ配信サ
ーバ１１１へ切り替え信号を送信する。
【００９３】
　ステップＳ３１４において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１からの
切り替え信号を受信すると、視聴者端末１３１ａおよび視聴者端末１３１ｂへ配信するコ
ンテンツを第１コンテンツから第２コンテンツに変更する。ここで、配信される第２コン
テンツは、配信者ｂが作成する第３コンテンツを紹介するコンテンツ（第３コンテンツＣ
Ｍ）であり、第３コンテンツＣＭには第３コンテンツへのリンクが埋め込まれている。コ
ンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツを視聴者端末１３１ａへ送信する。
【００９４】
　ステップＳ３１５において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
送信された第２コンテンツ（第３コンテンツＣＭ）を表示する。
【００９５】
　ステップＳ３１６において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１ｂに対
して、配信者ａが配信する第２コンテンツとして第３コンテンツＣＭが送信されていると
いう紹介情報を送信する。また、コンテンツ配信サーバ１１１は、紹介情報を第３コンテ
ンツに重畳して第３コンテンツを配信し、第３コンテンツを視聴している視聴者ｂは、配
信者ａのコンテンツで第３コンテンツが紹介されていることを知ることができる。また、
当該情報を受信した配信者端末ｂが、コンテンツ配信サーバ１１１へ送信する第３コンテ
ンツの中に紹介情報を重畳しても構わない。また、紹介情報には、第１コンテンツへのリ
ンクが埋め込まれていても構わない。それにより、紹介情報を見た視聴者ｂが第１コンテ
ンツへの興味をもって、第１コンテンツの視聴を行う動機付けとすることができる。
【００９６】
　ステップＳ３１７において、視聴者ａは視聴者端末１３１ａに表示される第２コンテン
ツ（第３コンテンツＣＭ）から、第３コンテンツを視聴するか否かの選択をする。具体的
には、表示される第３コンテンツＣＭ内の第３コンテンツへのリンクをクリックすること
で、第３コンテンツの視聴希望の選択状態となる。視聴者端末１３１ａは、視聴選択が有
（Ｙ）の場合はステップＳ３２２へ処理を進め、視聴選択が無（Ｎ）の場合はステップＳ
３２１へ処理を進める。
【００９７】
　ステップＳ３１８において、コンテンツ配信サーバ１１１は、第２コンテンツの所定の
再生時間が経過した場合、第２コンテンツの送信が終了することを終了情報として配信者
端末１２１ａへ送信する。終了情報は、第２コンテンツの所定の再生時間が経過する前に
、終了予告として配信者端末１２１ａへ送信してもよい。また、視聴者端末１３１ａ、各
第２コンテンツの再生終了時間に向けてのカウントダウン表示を行うために、送信する第
２コンテンツにカウントダウン情報を重畳して送信してもよい。
【００９８】
　ステップＳ３１９において、配信者ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から配信者端末
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１２１ａが受信した終了情報に基づいて、第１コンテンツの送信を再開する。
【００９９】
　ステップＳ３２０において、コンテンツ配信サーバ１１１は、配信者端末１２１ａから
受信した第１コンテンツを視聴者端末１３１ａへ配信する。
【０１００】
　ステップＳ３２１において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第１コンテンツを表示する。視聴者ａは、配信者が作成する第１コンテンツを
再度リアルタイムに視聴することができる。
【０１０１】
　ステップＳ３２２において、視聴者端末１３１ａは第３コンテンツ視聴リクエスト信号
をコンテンツ配信サーバ１１１へ送信する。
【０１０２】
　ステップＳ３２３において、視聴者端末１３１ａからの第３コンテンツリクエスト信号
を受信したコンテンツ配信サーバ１１１は、視聴者端末１３１ａへ第３コンテンツの配信
を行う。
【０１０３】
　ステップＳ３２４において、視聴者端末１３１ａは、コンテンツ配信サーバ１１１から
配信された第３コンテンツを表示する。視聴者ａは、配信者ｂが作成する第３コンテンツ
をリアルタイムに視聴することができる。
【０１０４】
　コンテンツ配信サーバ１１１は、第３コンテンツへの切り替えを、第２コンテンツの再
生中に行ってもよいし、第２コンテンツの再生が終了したのち、第１コンテンツの再生中
に行ってもよい。
【０１０５】
　　＜効果の説明＞
　以上のように、本開示の第３の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１によれば、
配信者ａは、配信者ａがライブコンテンツから切り替える第２コンテンツを、他の配信者
ｂが作成する第３コンテンツの紹介コンテンツとして視聴者に提供することができる。そ
のため、視聴者に対して、他の配信者が作成した他のコンテンツの紹介や、誘導を行うこ
とができ、コンテンツ間の関連付けを活発にすることができる。また、例えば配信者ａが
著名人であるような場合、配信者ｂが自己のコンテンツを著名人である配信者ａに紹介し
てもらうことにより、自己の知名度を高めたり、満足感を充足することができたりする。
【０１０６】
　（プログラム）
　図９は、コンピュータ９０１の構成を示す概略ブロック図である。コンピュータ９０１
は、ＣＰＵ９０２、主記憶装置９０３、補助記憶装置９０４、インタフェース９０５を備
える。
【０１０７】
　ここで、第１の実施形態に係るコンテンツ配信サーバ１１１を構成する各機能を実現す
るためのプログラムの詳細について説明する。
【０１０８】
　コンテンツ配信サーバ１１１は、コンピュータ９０１に実装される。そして、コンテン
ツ配信サーバ１１１の各構成要素の動作は、プログラムの形式で補助記憶装置９０４に記
憶されている。ＣＰＵ９０２は、プログラムを補助記憶装置９０４から読み出して主記憶
装置９０３に展開し、当該プログラムに従って上記処理を実行する。また、ＣＰＵ９０２
は、プログラムに従って、上述した記憶部に対応する記憶領域を主記憶装置９０３に確保
する。
【０１０９】
　当該プログラムは、具体的には、コンピュータ９０１に、配信者端末からネットワーク
を介して送信されるライブコンテンツである第１コンテンツを受信するステップと、前記



(16) JP 6385538 B1 2018.9.5

10

20

30

40

第１コンテンツとは異なる第２コンテンツと、前記第１コンテンツを視聴者端末にネット
ワークを介して配信するステップと、前記配信者端末からの信号により、前記視聴者端末
に配信するコンテンツを前記第１コンテンツから第２コンテンツへ切り替えるステップと
、をコンピュータによって実現するためのコンテンツ配信プログラムである。
【０１１０】
　なお、補助記憶装置９０４は、一時的でない有形の媒体の一例である。一時的でない有
形の媒体の他の例としては、インタフェース９０５を介して接続される磁気ディスク、光
磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等が挙げられる。また、こ
のプログラムがネットワークを介してコンピュータ９０１に配信される場合、配信を受け
たコンピュータ９０１が当該プログラムを主記憶装置９０３に展開し、上記処理を実行し
ても良い。
【０１１１】
　また、当該プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
さらに、当該プログラムは、前述した機能を補助記憶装置９０４に既に記憶されている他
のプログラムとの組み合わせで実現するもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）
であっても良い。
【０１１２】
　これら実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を
逸脱しない範囲で種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やそ
の変形は、発明の範囲や要旨に含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とそ
の均等の範囲に含まれるものとする。
【符号の説明】
【０１１３】
１，２　コンテンツ配信システム、１１１　コンテンツ配信サーバ、１１２　通信部、１
１３　制御部、１１４　記憶部、１２１，１２１ａ，１２１ｂ　配信者端末、１３１，１
３１ａ，１３１ｂ　視聴者端末、１４１　ＣＭコンテンツサーバ、９０１　コンピュータ
、９０２　ＣＰＵ、９０３　主記憶装置、９０４　補助記憶装置、９０５　インタフェー
ス

 
【要約】
【課題】配信者が任意のタイミングで配信するコンテンツをＣＭ等の別のコンテンツに切
り替え可能なコンテンツ配信サーバ、コンテンツ配信方法およびコンテンツ配信プログラ
ムを提供すること。
【解決手段】配信者端末１２１からネットワークＮＷを介して送信されるライブコンテン
ツである第１コンテンツを受信し、第１コンテンツとは異なる第２コンテンツと、第１コ
ンテンツを視聴者端末１３１にネットワークＮＷを介して配信する通信部１１２と、配信
者端末１２１からの信号により、視聴者端末１３１に配信するコンテンツを第１コンテン
ツから第２コンテンツへ切り替える制御部１１３と、を備える。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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